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27回目となる今年の鳥取三十二万石お城まつりは、10
月3日(土)、4日(日)に開催されます。表紙の写真は、
昨年の時代行列の一幕です。
前夜祭(10/3)では、鳥取市初となるドローンショーを
開催。お城まつり当日は、お殿様・お姫様をはじめ、甲
冑をまとった武者が鳥取城跡周辺を練り歩きます。ま
た、迫力ある火縄銃鉄砲隊の演武や忍者アクション
ショーなど、さまざまなイベントが予定されています。
ぜひ、鳥取市の秋の風物詩をお楽しみくださ
い。詳しくは、同封のチラシやホームページ
をご覧ください。

今 月 の 表 紙

車検・点検・一般整備・板金塗装
新車・中古車・リース・自動車保険

営業種目

本社工場／鳥取市千代水3丁目22番地
TEL（0857）28-2500  FAX（0857）31-6333

安全と安心をひろげる
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　・鳥取県産業未来共創事業のご案内
　・ビジネススクールのご案内
　・会員情報

ほか
■青年部だより………………14〜15
■女性会だより……………………16
■検定案内…………………………17
■インフォメーション……………18

日
曜
朝
市

  

い
な
ば
の

お
袋
市
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日
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前
８
時
か
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前
８
時
か
ら
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駅
前
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ン
ロ
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ド
商
店
街
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サ
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ロ
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商
店
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決
行
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（
雨
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決
行
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※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
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動 向
　

中
小
受
託
取
引
適
正
化
法（
取
適

法
）の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
鳥
取
商
工
会
議
所
は
８
月
27
日

（
木
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
で
、「
経
営
者
が

知
っ
て
お
く
べ
き
取
適
法
セ
ミ
ナ

ー
」を
開
催
し
、
会
員
事
業
所
の
経

営
者
ら
34
人
が
同
法
の
対
応
策
や
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　

取
適
法
は
、
下
請
法
の
改
正
に
よ

り
今
年
１
月
に
施
行
さ
れ
、
規
制

内
容
や
適
用
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
ほ

か
、
事
業
所
管
省
庁
に
よ
る
指
導
・

助
言
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

価
格
協
議
に
応
じ
な
い
ま
ま
一
方
的

に
代
金
を
決
定
す
る
行
為
も
禁
止
さ

れ
る
な
ど
、
取
引
の
適
正
化
に
向
け

た
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
岡
山
市
北
区
弓
之
町
の

小
林
裕
彦
法
律
事
務
所
・
小
林
裕
彦

代
表
弁
護
士
が
務
め
、
法
改
正
を
踏

ま
え
た
実
務
上
の
対
応
や
業
種
別
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

小
林
講
師
は
、
新
た
に
適
用
対
象

と
な
っ
た「
特
定
運
送
委
託
」の
概
要

や
、
委
託
事
業
者
に
対
す
る
４
つ
の

義
務
と
11
の
禁
止
項
目
な
ど
を
詳
し

く
説
明
。
ど
の
業
種
に
お
い
て
も
、

現
場
の「
つ
い
で
」や「
一
式
」と
い
っ

た
曖
昧
な
慣
習
は
許
さ
れ
な
い
と
指

摘
し
、
仕
様
変
更
や
追
加
作
業
の
た

び
に
、
対
価
を
含
め
た
記
録
を
残
す

手
順
を
徹
底
す
る
よ
う
助
言
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
法
改
正
を『
規
制
』と
捉

え
ず
、
取
引
の
透
明
性
を
高
め
、
良

質
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
長
く
歩
む
た
め

の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
ほ
し
い
」と
、

法
改
正
を
契
機
と
し
た
取
引
慣
行
の

見
直
し
を
促
し
ま
し
た
。

取
適
法
セ
ミ
ナ
ー
開
催

取
適
法
セ
ミ
ナ
ー
開
催

業
種
別
の
実
務
対
応
ポ
イ
ン
ト
解
説

業
種
別
の
実
務
対
応
ポ
イ
ン
ト
解
説

��

取
引
慣
行
の
見
直
し
促
す

取
引
慣
行
の
見
直
し
促
す

講演する小林講師

私は、このたび取締役を退任しました。しかし、退職慰労金支給議案が
否決されたため、退職金が支払われておりません。会社に対する退職金

支払請求は認められるでしょうか？
今回は、退職慰労金の不支給と不法行為について説明します。定款の定
め、株主総会における退職慰労金支給決議がなければ、退任取締役の会

社に対する退職慰労金請求権は発生しないことが原則です。
　しかし、これでは退任取締役と他の取締役らとの間で紛争があった場合に、取締役会が退任取締役の
退職慰労金支給を決議するための株主総会を開催しなかったり、株主総会において当該議案を無理に否
決に導いた場合までも退職慰労金請求権が発生しないことになってしまいます。
　そもそも会社と取締役との間における取締役任用契約には、報酬を支払う旨の明示又は黙示の特約が
含まれていると考えることができます。そして、退職慰労金の算出方法について規程が定められており
株主総会において退職慰労金支給決議の金額が明確になっている場合、退職慰労金を受給できるとの期
待権が発生しているといえます。
　したがって、株主総会において退職慰労金支給に関する議案が否決された場合には、確かに退職慰労
金請求権は発生しないものの、これまでの退任取締役に対する退職慰労金支給状況、本件における不支
給決議の意図、内容の合理性、決議に至った審議経過といった事情を考慮して、退職慰労金不支給決議が
退任取締役のかかる期待権を違法に侵害したものと認め
られる特段の事情があるときは、不法行為が成立するもの
といえます（広島高裁令和５年11月17日判決参照）。かかる
場合には不法行為責任に基づき退職金支払請求額相当の
損害賠償請求が認められるものといえます。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
186

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 退職慰労金不支給と不法行為退職慰労金不支給と不法行為
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鳥
取
商
工
会
議
所（
平
井
耕
司
会

頭
）と
倉
吉
商
工
会
議
所（
大
田
英
二

会
頭
）は
８
月
６
日（
木
）、
鳥
取
市

永
楽
温
泉
町
の
観
水
庭「
こ
ぜ
に
や
」

で
懇
談
会
を
開
き
、
両
商
議
所
の
会

頭
・
副
会
頭
ら
12
人
が
広
域
観
光
な

ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

本
懇
談
会
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
回
復
が
進
む
中
、
両
地
域
の
観

光
資
源
や
漫
画
・
ア
ニ
メ
な
ど
の
文

化
分
野
で
連
携
し
、
広
域
的
な
発
展

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

た
も
の
で
す
。

　

鳥
取
商
議
所
は
、
と
っ
と
り
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員
会
が
進
め

る「
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」を
紹

介
。
鳥
取
砂
丘
を
訪
れ
る
観
光
客
を

鳥
取
市
中
心
地
へ
誘
客
し
、
さ
ら
に

県
全
体
の
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倉
吉
商
議
所
は
、
映
画「
遥

か
な
町
へ
」の
フ
ァ
ン
層
の
誘
客
や
、

「
倉
吉
絣
」の
国
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
指
定
を
目
指
し
、
倉
吉
市
と
と
も

に
取
り
組
む
観
光
事
業
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

出
席
者
は
、
両
地
域
の
観
光
資
源

や
ア
ニ
メ
な
ど
を
生
か
し
た
連
携
事

業
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
特
に
、

世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
漫
画

家
・
谷
口
ジ
ロ
ー
の
作
品
を
生
か
し

た
連
携
事
業
を
展
開
で
き
な
い
か
と

の
意
見
も
出
さ
れ
、
新
た
な
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
連
携
に

向
け
、
意
見
交
換
を
続
け
て
い
く
予

定
で
す
。

鳥
取
・
倉
吉
商
議
所
懇
談
会

鳥
取
・
倉
吉
商
議
所
懇
談
会

両
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
連
携

両
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
連
携

�

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
模
索

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
模
索

懇談会の様子

動 向

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.23Vol.23

～研究紹介～
氏 　 名　竹中　烈（たけなか　たけし）
 准教授
所 　 属　 公立鳥取環境大学

環境学部環境学科
取 得 学 位　修士（教育学）（京都大学）
研究テーマ　地域社会で支える多様な学びと

不登校支援のしくみづくり
主な研究内容
 私の研究テーマは、不登校の子どもたちの学校外の居場所
や学びの場を、地域社会の中でどのように支えていくことが
できるのかということです。近年、不登校の児童生徒数は全
国的に増加しており、学校だけでなく、民間団体やＮＰＯ団
体、企業、行政などが連携しながら、子どもの育ちと学びを
支えることが重要になっています。
 鳥取県は、全国に先駆けてフリースクールへの運営費支援
や利用料助成制度を整備してきた地域であり、学校外の学び
を公的に支援する先進的な事例といえます。私は、こうした
支援制度が子どもの多様な学びの機会を拡げる一方で、フ
リースクールの独自性、学びの質、行政や学校との関係性に
どのような変化をもたらしているのかに関心をもっていま
す。現在は、鳥取県内のフリースクールや子どもの居場所を

訪問し、関係者への聞き取り調査や資料分析を進めています。
 不登校支援は、教育分野だけの課題ではありません。子ど
もたちが安心して過ごし、自分らしく学べる場を地域の中に
増やしていくことは、福祉、若者の地域定着、将来の地域人
材の育成とも深く関わっています。特に地域企業では、職場
見学や職業体験、探究学習への協力、居場所づくりへの支援、
子ども・若者を地域で受け止めるネットワークづくりなど、
多様な形で関わっていただける可能性があります。学校とは
異なる場で育まれる経験や力を、地域社会や企業がどのよう
に評価し、将来の社会参加につなげていくのかも重要な課題
です。
 今後は、鳥取県に限らずに山陰地域の先進的な取り組みを
丁寧に調査し、学校・行政・民間団体・地域社会・企業が連
携するためのしくみや課題を明らかにしていきたいと考えて
います。そして、子ども一人ひとりの状況に応じた多様な学
びを保障しながら、地域全体で子どもの成長を支える教育の
あり方を提案していきます。

応用分野
・不登校支援、フリースクール、子どもの居場所づくり
・学校、行政、ＮＰＯ、地域団体、企業の連携
・地域人材育成、キャリア教育、若者支援、まちづくり
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適
切
な
価
格
転
嫁
に
つ
な
げ
て
も

ら
お
う
と
鳥
取
商
工
会
議
所
は
８
月

20
日（
木
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の

鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で「
価
格
転

嫁
・
価
格
交
渉
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
会
員
事
業
者
の
経
営
者

ら
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
経
営
デ
ザ
イ
ン
エ
ク
サ

ル（
同
）の
諸
岡
徹
郎
代
表
が
務
め
、

ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
価
格
交
渉

の
考
え
方
や
自
社
の
強
み
の
分
析
、

価
格
交
渉
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
解
説

し
ま
し
た
。

　

原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が

高
止
ま
り
す
る
中
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
に
と
っ
て
価
格
転
嫁
は
喫
緊

の
経
営
課
題
で
す
。
こ
う
し
た
中
、

諸
岡
講
師
は「
自
社
が
提
供
す
る『
価

値
』を
見
直
す
絶
好
の
機
会
」と
指
摘
。

顧
客
が
自
社
を
選
ん
で
い
る
理
由
こ

そ
が「
自
社
の
強
み
」で
あ
る
と
し
、

企
業
理
念
の
整
備
や
再
確
認
を
は
じ

め
、
自
社
の
強
み
を
掘
り
下
げ
、
競

争
優
位
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
説
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
諸
岡
講
師
は
価
格
転
嫁
の

成
功
事
例
と
し
て
、
原
価
を
示
し
た

価
格
交
渉
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示

す
デ
ー
タ
を
紹
介
。
個
別
原
価
計
算

の
手
法
を
説
明
し
た
ほ
か
、
説
得
力

を
高
め
る
た
め
、
公
的
な
価
格
推
移

や
競
合
企
業
の
情
報
を
準
備
す
る
こ

と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
価
格
交
渉
に
必

要
な
演
習
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
実

践
的
な
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

今
後
の
価
格
交
渉
や
価
格
転
嫁
に
つ

な
げ
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

価
格
交
渉
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

価
格
交
渉
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

自
社
の
強
み
を
見
直
し
交
渉
力
向
上

自
社
の
強
み
を
見
直
し
交
渉
力
向
上

�

適
正
な
価
格
転
嫁
実
現
へ

適
正
な
価
格
転
嫁
実
現
へ

講演する諸岡講師

動 向

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.72Vol.72
 生活道路における法定速度が30km/hに引き下げられます 生活道路における法定速度が30km/hに引き下げられます

中央線のない生活道路の例 走行速度と交通事故の関係

現在、生活道路の最高速度は、速度標識や標示がない場合では60㎞ /hですが、生活道路は地域住民が徒歩
や自転車で利用する機会が多く、交通事故が発生した場合、重傷・死亡事故率が高くなります。
　生活道路での重大事故の発生を防止し、歩行者等の安全を確保するため、道路交通法施行令が改正され、
令和８年９月１日から生活道路における法定速度が60㎞ /hから30㎞ /hに引き下げられることになりました。
※　生活道路とは、主に地域住民の日常生活に利用されるような、中央線等がない道路のことをいいます。
※　中央線や中央分離帯がある道路の法定速度は引き続き60㎞ /hです。
※　 生活道路でも最高速度規制が実施されている道路は、その規制速度が
　　最高速度になります。

この道路は
40㎞ /h

この道路は
30㎞ /h



鳥取商工会議所報
VOL787.2026.9.15

6

鳥鳥取取県県産産業業未未来来共共創創事事業業
＜＜新新たたなな企企業業価価値値創創造造型型／／生生産産性性向向上上・・新新技技術術導導入入推推進進型型＞＞

■■目目的的

鳥取県産業未来共創事業は新たな取組や経営力強化、生産性向上（働き方改革）を目指す事業計画を策定し、自社の成長
や発展を目指すものです。

※※審審査査会会をを経経ててのの採採択択ととななりりまますすののでで、、不不採採択択ににななるる場場合合ももあありりまますす。。

【お問い合わせ先】 鳥取商工会議所 経営支援部 ＴＥＬ：（０８５７）３２－８００５ ＦＡＸ：（０８５７）２２－６９３９

県県内内にに主主たたるる事事業業所所をを有有すするる強強化化法法第第２２条条第第１１項項第第１１号号～～第第55号号にに定定めめるる中中小小企企業業者者及及びび商商工工
労労働働部部長長がが認認めめるる団団体体

対対象象者者

①①新新たたなな取取りり組組みみ（（単単ななるるササーービビススメメニニュューー・・販販売売商商品品のの追追加加はは不不可可））
②②売売上上高高、、付付加加価価値値額額、、経経常常利利益益ののいいずずれれかかがが増増加加すするる経経営営計計画画

対対象象事事業業

事事業業認認定定申申請請書書及及びび様様式式第第１１号号にによよるる計計画画書書
企企業業概概要要（（パパンンフフレレッットト等等ででもも可可））・・定定款款
直直近近１１期期のの決決算算書書
購購入入又又はは借借用用すするる機機械械器器具具やや設設備備（（機機械械装装置置、、工工具具器器具具、、シシスステテムム））のの製製品品概概要要（（カカタタロロググ、、
パパンンフフレレッットト等等でで可可））
企企業業認認証証をを有有すするる場場合合、、そそれれをを証証明明ででききるる書書類類
補補助助金金交交付付申申請請書書・・見見積積書書

提提出出書書類類

■■申申込込受受付付期期間間

第第１１回回 令令和和８８年年 ５５月月１１２２日日（（火火）） ～～ ６６月月 ５５日日（（金金））（（終終了了））
第第２２回回 令令和和８８年年 ８８月月 ３３日日（（月月）） ～～ ８８月月３３１１日日（（月月））（（終終了了））
第第３３回回 令令和和８８年年１１１１月月 ２２日日（（月月）） ～～ １１１１月月３３００日日（（月月））
第第４４回回 令令和和９９年年 １１月月 ４４日日（（月月）） ～～ 11月月２２９９日日（（金金））

■■制制度度のの概概要要
１１．．新新たたなな企企業業価価値値創創造造型型

２２．．生生産産性性向向上上・・新新技技術術導導入入推推進進型型
※※生産性向上・新技術導入推進型の申請については、事前に国の経営力向上計画の認定が必要です。経営力向上計画については裏面をご参照ください。

県県内内にに主主たたるる事事業業所所をを有有すするる強強化化法法第第２２条条第第１１項項にに定定めめるる中中小小企企業業者者及及びび第第２２条条第第55項項にに定定めめ
るるもものの又又はは任任意意ググルルーーププ

対対象象者者

①①強強化化法法にに定定めめるる主主務務大大臣臣のの認認定定をを受受けけたた経経営営力力向向上上計計画画にに基基づづくく計計画画
②②事事業業者者のの経経営営力力強強化化並並びびにに生生産産性性向向上上（（又又はは働働きき方方改改革革））にに資資すするる計計画画

対対象象事事業業

事事業業認認定定申申請請書書及及びび様様式式第第１１号号にによよるる計計画画書書
経経営営力力向向上上計計画画認認定定書書・・申申請請書書・・計計画画書書のの写写しし
企企業業概概要要（（パパンンフフレレッットト等等ででもも可可））・・定定款款
直直近近１１期期のの決決算算書書
購購入入又又はは借借用用すするる機機械械器器具具やや設設備備（（機機械械装装置置、、工工具具器器具具、、シシスステテムム））のの製製品品概概要要（（カカタタロロググ、、
パパンンフフレレッットト等等でで可可））
企企業業認認証証をを有有すするる場場合合、、そそれれをを証証明明ででききるる書書類類
補補助助金金交交付付申申請請書書・・見見積積書書

提提出出書書類類

２２００００万万円円（（１１//２２））補補助助上上限限（（補補助助率率））

FFSS調調査査費費、、新新商商品品（（役役務務））開開発発費費、、人人材材育育成成費費、、販販路路開開拓拓費費、、設設備備・・新新技技術術導導入入費費補補助助対対象象経経費費

２２４４月月以以内内でで設設定定補補助助事事業業期期間間

支支援援策策：：鳥鳥取取県県産産業業未未来来共共創創間間接接補補助助金金＜＜新新たたなな企企業業価価値値創創造造型型＞＞

５５００００万万円円（（１１//２２））補補助助上上限限（（補補助助率率））

経経営営基基盤盤整整備備費費、、人人材材育育成成費費、、販販路路開開拓拓費費、、設設備備・・新新技技術術導導入入費費補補助助対対象象経経費費

１１２２月月～～２２４４月月以以内内でで設設定定補補助助事事業業期期間間

支支援援策策：：鳥鳥取取県県産産業業未未来来共共創創間間接接補補助助金金＜＜生生産産性性向向上上・・新新技技術術導導入入推推進進型型＞＞



鳥取商工会議所報
VOL787.2026.9.15

7

動 向

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略・

順
不
同

７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
け
出
分

【
社
名
変
更
】

◆
福
田
養
蜂
場

　
㈱
ヤ
マ
タ
ホ

ー
ム
の
鳥
取
商

工
会
議
所
職
務

執
行
者
が
、
山

田
時
好
氏
か
ら

山
田
雄
作
氏（
代
表
取
締
役
）＝
写
真

＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

議議    

員員    

交交    

代代

ＡＮＡからのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 20 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 05 分 12 時 25 分
298 15 時 10 分 16 時 40 分
300 18 時 20 分 19 時 45 分

■鳥取⇒東京
期間：2026年3月29日〜2026年10月24日

2026年　東京便　夏ダイヤ決定！
鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  7 時 00 分  8 時 15 分
　　293  9 時 10 分 10 時 25 分
　　295 13 時 15 分 14 時 30 分
　　297 16 時 20 分 17 時 40 分
　　299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ
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鳥取商工会議所は「商工会議所法」（昭和２８年法律１４３号）の規定により、商工業の状況を的
確に把握するため、特定商工業者を対象に毎年、法定台帳を作成し、管理・運営することを義務付け
られています。法定台帳の作成、管理・運営に要する費用は、鳥取県知事の許可を受けて負担金とし
て特定商工業者の皆さまにその一部を負担いただくことになっています。（商工会議所法第１２条）

該当される事業所におかれましては、登録、負担金の納入等につきましてご協力くださいますよう
お願いいたします。

特定商工業者

～一定基準以上の事業所です

会議所会員との違い

～法律で指定された商工業者です

「法定台帳」

～事業内容の登録台帳です

特定商工業者の事業内容を鳥取商工会議所に登録し

ていただく台帳のことで、毎年１回作成しています。

（商工会議所法第１０条）

作成された台帳は、皆さまの事業の繁栄や当地経済

の振興に役立てています。秘密事項の保全について

は、細心の注意を払って管理しています。

負 担 金

～作成・運用の経費です

２，０００円（年間）の負担金は、法定台帳に登録
してある登録業者の各種データ作成、更新、および
管理・運用するため、必要最小限の経費としてご負
担いただくものです。 （商工会議所法第１２条）

特定商工業者
かつ会議所会員

会員（任意）

※

特定商工業者
（法定）

▼START

法人ですか？個人ですか？

資本金額または払込出資総額が
３００万円以上ですか？

従業員が２０人以上（商業・
サービス業は５人）ですか？

あなた（貴社）は
特定商工業者です。

①法定台帳の提出が必要です。

②年間2,000円の負担金が
　必要です。

あなた（貴社）は
該当しません。

法人 個人

はい いいえ

はい いいえ

作成と負担金のお願い
特定商工業者の皆様へ

法定
台帳

※特定商工業者として事業内容を商工会議所に登録されただけでは商工
会議所の会員ではありませんのでご注意ください。

※既に当所の年会費を口座振替としていただいている特定商工業者の皆さまは、９月２５日（金）に口座

振替させていただきますのであらかじめご了承ください。

【お問い合わせ】
鳥取商工会議所 会員交流・企画課

ＴＥＬ／ 0857-32-8003
ＦＡＸ／ 0857-22-6939
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ： 鳥取商工会議所 ＤＸ推進課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW
ツール導入で終わらせないＤＸ 近藤 純光 40分

NEW
60代からの負けない起業と経営 長田 忠千代 30分

NEW
事例でわかる人材定着
中小企業の賃上げ

櫻井 三樹子 33分

NEW
実物で解く　売れるパッケージ（３）
地域の魅力を伝えるパッケージ開発

松浦 陽司 21分

インスタ×LINE で顧客獲得・
売上アップ 加藤 あい 31分

研
修
・

人
材
育
成

売れる営業　３つの力
（３）リーダーシップ力 市川 卓 24分

タイトル 講師名 時間

政
治
経
済

NEW
経済の「なぜ？」がスッキリ解ける！
2027 年に向けて企業が選ぶべき道

熊野 英生 30分

コンビニを見たら日本経済が分かる 渡辺 広明 43分

Ｉ
Ｔ
・

パ
ソ
コ
ン

Microsoft Office の
基礎的な使い方

公開期限：2026年９月末
岩見 誠 78分

労
務

NEW  カスハラ対策の進め方と
組織体制のつくり方

公開期限：2026年11月末
津田 典子 85分

税
務
・
財
務
・
経
理

令和８年度
税制改正とインボイス制度注意点

公開期限：2026年10月末
塩野 貴之 85分

経理担当者向け
経理の基礎～財務諸表編～

公開期限：2026年９月末
今関 博喜 71分
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取引先と共存共栄関係を築こうと考える経営者の皆様へ

パートナーシップ構築宣言は
2020年6月に創設されました。

大企業と中小企業が
共に成⾧
するために! 取引先との

持続可能な関係
を築くために!

詳しくは
日商Webサイトへ

パートナーシップ構築宣言とは? あらゆる規模・業種の企業や個人事業主に宣言いただけます

取引先とのパートナーシップを強化するなど「新たな共存共栄関係
の構築」を企業の代表者名で宣言（コミット）するものです。

新たなパートナーシップ
規模・系列を超えた連携
お互いWin-Winの関係で!

適正な取引価格の実現
価格交渉ができる関係に!

製造委託等代金の支払条件改善
資金繰りの改善!

メリット・効果は?

「宣言」が公式ポータルサイト※に掲載・公表されます
中小企業庁のニュースリリースにも
掲載されます（不定期）。

※(公財)全国中小企業振興機関協会の運営サイト

一部の補助金で加点措置が受けられます
「ものづくり等補助金」や「省エネ補助金」等で加点措置が受けられます。

最新の支援措置（補助金の加点
措置）等は、ＱＲコードからご覧
いただけます。
https://x.gd/SwFSP

宣言企業は「ロゴマーク」を使うことができます
名刺にロゴマークを入れて、取引先との共
存共栄の関係を築こうとする会社（ホワ
イト企業）であることをアピールできます。

「宣言」の取組みを実践することで
SDGsも同時達成することになります

今や多くの企業が取組む「SDGs」（持続可能な開発目標）
「宣言」を通じて次の６つの目標に取組んでいることになります。

積積極極的的なな宣宣言言とと実実行行でで、、ササププラライイチチェェーーンン全全体体のの
「「成成長長」」とと「「分分配配」」のの好好循循環環をを実実現現ししままししょょうう

日日本本商商工工会会議議所所会会頭頭

事業環境変化対応型支援事業

小小林林 健健

https://www.jcci.or.jp/partnership/

取組事例集 宣言企業リスト

ポータルサイトでは登録方法、企業リスト、
宣言企業の取組事例集等を
ご覧いただけます。
詳しくはポータルサイトへ
https://www.biz-partnership.jp/



鳥取商工会議所報
VOL787.2026.9.15

13

当社は、サプライチェーンの取引先の皆様や価値
創造を図る事業者の皆様との連携・共存共栄を進
めることで、新たなパートナーシップを構築するため、
以下の項目に重点的に取り組むことを宣言します。

１.サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列
等を
超えた新たな連携
直接の取引先だけでなくサプライチェーンの深い層

の取引先に働きかけることにより、サプライチェーン全
体での付加価値向上に取り組むとともに、既存の取
引関係や企業規模等を超えた連携により、取引先
との共存共栄の構築を目指します。
個別項目

※下記から積極的に取り組む項目を特定し項目

毎に取組内容を具体的に記載してください。

ａ.企業間の連携（オープンイノベーション、M&A
等の事業継承支援 、取引先のテレワーク導入
支援 等)

ｂ.ＩＴ実装支援（共通ＥＤＩの構築、データの
相互利用、ＩＴ人材の育成支援、サイバーセキ
ュリティ対策の助言・支援 等）

ｃ.専門人材のマッチング
ｄ.グリーン化の取組（脱・低炭素化技術の共同
開発、省エネ診断に係る助言・支援、生産工程
等の脱・低炭素化、グリーン調達 等）

ｅ.健康経営に関する取組（健康経営に係るノウ
ハウの提供、健康増進施策の共同実施 等）

２.「振興基準」の遵守
発注方法の改善、対価の決定の方法の改善、

型等に係る取引条件の改善、知的財産の保護及
び取引の適正化等を含む委託事業者と中小受託
事業者との望ましい取引慣行 受託中小企業振
興法に基づく「振興基準」 を遵守し、取引先とのパ
ートナーシップ構築の妨げとなる取引慣行や商慣行
の是正に積極的に取り組みます。
※「中小受託取引以外の企業間取引についても、

取引上の立場に優劣がある企業間での取引

の適正化を図る」場合には、その旨記載くださ

い。

３.その他（任意記載）
（例）直接の取引先だけでなく、直接の取引先の

更に先まで価格転嫁が可能となるような価格

決定を行い、その旨をサプライチェーンの隅々

まで伝わるよう情報発信します。

（例）当社が関わるサプライチェーン全体の共存

共栄のため、直接の取引先をはじめ、サプライ

チェーン全体へのパートナーシップ構築宣言

の普及を図ります。

(例)取引先満足度調査の実施、事業活動を通じ

て得られた利益やコストダウン等の成果配分を

取引先との間で″50/50（ﾌｨﾌﾃｨ･ﾌｨﾌﾃｨ）″と

する、「ホワイト物流」に関する「自主行動宣言」

を表明済み 等

（注）「ホワイト物流」について記載する場合は、

「ホワイト物流」に関する「自主行動宣言」 を表

明し、「ホワイト物流」推進運動のホームページ

に掲載されている必要があります。

(例)約束手形の利用の廃止に向けて、大企業間

取引も含め、現金払いや電子記録債権への

移行に取り組みます。

○年○月○日

受託中小企業振興法に基づく「振興基準」の内容
を理解した上で宣言します。

企業名

役職・氏名（代表権を有する者）

（備考）

・本宣言は、（公財）全国中小企業振興機関協会

が運営するポータルサイトに掲載されます。

・主務大臣から「振興基準」に基づき指導又は助

言が行われた場合など、本宣言が履行されて

いないと認められる場合には、本宣言の掲載

が取りやめになることがあります。

ひな形

本宣言のひな形は、サイバー攻撃がサプライチェーン全体へ及ぼす影響の深刻化やテレワークによる労働

環境の変化等により社会的要請が高まっていることを踏まえ、2022 年 4 月 1 日に、中小企業を含めたサプラ

イチェーン全体での省エネへの取組を促進するため、2023 年２月 10 日に、下請中小企業振興法に基づく

「振興基準」の改正を踏まえ、2024年３月25日、11月１日に、重層的なサプライチェーンにおける価格転嫁が

進むよう 2025 年６月 20 日に、取引適正化法の施行に伴い 2026 年１月１日に、それぞれ改正されました。宣

言済み企業は修正して再提出が可能です(任意)。未宣言企業は改正後のひな形をご利用ください。
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神輿体験の様子

会長の踊りの様子
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〈令和８年度鳥取YEGスローガン〉
温故知新 ～ 歴史を受け継ぎ、今を磨き、未来へとつなぐ ～ 第332号
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〈令和８年度日本YEGスローガン〉
地域経済圏の共創 ～明確な成果を追求する組織への深化～

近藤 大洋君
（こんどう まさひろ）

事業所名 ㈱FISソリューションズ鳥取オフィス
所属委員会 会員増強委員会

坂本 亮太君
（さかもと りょうた）
事業所名 ㈲プレート商会
所属委員会 対外交流委員会

松田 柚帆君
（まつだ ゆずほ）
事業所名 junos flowers
所属委員会 広報委員会

三谷 恭美君
（みたに くみ）

事業所名 tu es belle
所属委員会 会員増強委員会

湯邨 紀子君
（ゆむら のりこ）

事業所名 ㈱ファームSORA
所属委員会 会員交流委員会

萬　正昭君
（よろず まさあき）
事業所名 ㈱つばめ
所属委員会 鳥取お城委員会

8
月
納
涼
例
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
夏
ら
し
い
装
い
で
ご
参
加
い
た
だ
き
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
員
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

例
会
で
は
、
メ
イ
ン
事
業
と
し
て「
ワ
ー
ド
ウ
ル
フ
」を
実
施
し
ま
し
た
。
普
段

は
委
員
会
ご
と
に
活
動
す
る
こ
と
が
多
い
中
、
今
回
は
委
員
会
の
垣
根
を
越
え

て
テ
ー
ブ
ル
を
編
成
し
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
多
く
の
会
員
同
士
が
自
然
に
会
話

を
交
わ
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

5
分
間
の
話
し
合
い
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
題
を
探
り
な
が
ら
相
手
の
言
葉

や
表
情
を
読
み
、
時
に
は
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、
会
場
全
体
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
と
い
う
共
通
の
目
的
が
あ
る
こ
と
で
、
普
段
あ
ま
り
話
す

機
会
の
な
い
会
員
同
士
で
も
自
然
に
打
ち
解
け
、
新
た
な
交
流
や
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
の
１
ｓ
ｔ
ゲ
ー
ム
、
２
ｎ
ｄ
ゲ
ー
ム
を
経
て
代
表
者

を
選
出
し
、
最
後
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
代
表
者
の
皆

様
に
は
テ
ー
ブ
ル
の
思
い
を
背
負
っ
て
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
応
援
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
回
の
例
会
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
交
流
を
今
後
の
活
動
に
も
つ
な
げ
、
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
体
の
さ
ら
な
る
結
束
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会

委
員
長

西
垣

裕
司

9
月
に
入
り
、
少
し
ず
つ
秋
の
気
配

を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
も
体
調
に
は
十
分
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

8
月
8
日
に
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
議
所
青
年
部
連
合
会
の
事
業
と
し
て

「
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」が
鳥
取
県
内
で
初
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
過
去
最

多
と
な
る
登
録
者
数
と
な
り
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
鳥
取

に
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
非
常
に
暑
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
鳥
取
の

ま
ち
を
歩
き
、
地
域
の
魅
力
を
楽
し
み

な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
仲
間
や
他
地
域
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
汗
を
か
き
な
が
ら
も
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
笑
顔
や
会
話
が
生
ま
れ
て
い

る
様
子
を
見
て
、
こ
う
し
た「
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
」が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
大
き
な

魅
力
の
一
つ
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
19
日
に
は
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
30
年
と
い
う
長
い
歴
史
の

中
で
、
地
域
の
た
め
に
活
動
を
積
み
重

ね
て
こ
ら
れ
た
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
の

姿
は
、
大
変
勉
強
に
な
る
も
の
で
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
、
2
年
後
に
は
50
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴

史
や
想
い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
今
の

時
代
に
合
わ
せ
て
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
、
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
。
そ

の
た
め
に
も
、
今
回
の
広
島
で
の
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
し
っ
か
り
と
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
温
故

知
新
」の
も
と
、
過
去
を
振
り
返
る
だ
け

で
は
な
く
、そ
こ
か
ら
学
び
、今
を
磨
き
、

未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
ん
な
活
動
を

一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
鳥
取
の
ま
ち
に
新
た
な
賑
わ
い
を

生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
に
向
け
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
の
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

活
動
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
鳥
取
の
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
８
月
1
日
に
土
曜
夜
市
参
画
事
業
と
し
て

「
お
神
輿
体
験
＆
レ
ト
ロ
遊
び
横
丁
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
や
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ
の

楽
し
さ
や
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
次
世
代
へ
の
文
化
継
承
に
つ

な
げ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
未
就
学
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
世
代

の
か
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
お
神
輿
体
験
で
は「
楽
し
か
っ
た
」「
初
め
て
担
い
だ
」

な
ど
子
ど
も
た
ち
や
ご
家
族
の
か
た
か
ら
嬉
し
い
声
を
数
多
く
い
た
だ
き
、

レ
ト
ロ
遊
び
横
丁
で
は
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
国
や
ド
イ
ツ
の
留
学
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
の

昔
あ
そ
び
や
お
神
輿
を
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、
思
い
が
け
ず
日
本
の
伝
統

文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
に
根
付
く
文
化
は
、
実
際
に「
見
て
・
触
れ

て
・
体
験
す
る
」こ
と
で
、
世
代
や
国
境
を
越
え
て
人
を
つ
な
ぐ
魅
力
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
大
切
な
文
化
を
未
来
へ
つ

な
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち
の
交
流
や
賑
わ
い
を
生
み
出
す
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
興
し
委
員
会

委
員
長

嶋
田

耕
治

夏
本
番
を
迎
え
、
鳥
取
の
街
が
一
年
で
最
も
熱
く
盛
り
上
が
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
」と
し
て
、
鳥
取

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
一
斉
傘
踊
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
こ
れ
ま
で
の
基
本
踊
り
に
加
え
、
新
た
な
挑
戦
と
し
て「
創
作

踊
り
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
創
作
踊
り
へ
の
挑
戦
は
、
単
に
演
目
を
増

や
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
練
習
の
段
階
か
ら
会
員
同
士
が
声
を
掛
け

合
い
、
協
力
し
、
一
つ
の
演
舞
を
創
り
上
げ
て
い
く
過
程
を
大
切
に
し
た

取
り
組
み
で
す
。
委
員
会
の
垣
根
を
越
え
て
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、

普
段
と
は
違
っ
た
交
流
が
生
ま
れ
、
仲
間
と
の
絆
を
よ
り
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
本
番
。
参
加
者
全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
踊
る
姿
か
ら
は
、

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
気
と
団
結
力
、
そ
し
て「
鳥
取
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
た

い
」と
い
う
熱
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
演
舞
を
終
え
た
瞬
間
の
達

成
感
や
笑
顔
は
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
も
つ
な
げ
、
会
員
同
士
の
交
流

を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
を
盛

り
上
げ
る
青
年
経
済
人
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
鳥
取
の
街
に
元
気
と
活
力
を
届
け
て

ま
い
り
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会

委
員
長西

垣

裕
司

鳥
取
本
通
り
商
店
街

鳥
取
本
通
り
商
店
街 

土
曜
夜
市

土
曜
夜
市

�

「
お
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輿
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＆
レ
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〈令和８年度日本YEGスローガン〉
地域経済圏の共創 ～明確な成果を追求する組織への深化～

近藤 大洋君
（こんどう まさひろ）

事業所名 ㈱FISソリューションズ鳥取オフィス
所属委員会 会員増強委員会

坂本 亮太君
（さかもと りょうた）
事業所名 ㈲プレート商会
所属委員会 対外交流委員会

松田 柚帆君
（まつだ ゆずほ）
事業所名 junos flowers
所属委員会 広報委員会

三谷 恭美君
（みたに くみ）

事業所名 tu es belle
所属委員会 会員増強委員会

湯邨 紀子君
（ゆむら のりこ）

事業所名 ㈱ファームSORA
所属委員会 会員交流委員会

萬　正昭君
（よろず まさあき）
事業所名 ㈱つばめ
所属委員会 鳥取お城委員会

8
月
納
涼
例
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
夏
ら
し
い
装
い
で
ご
参
加
い
た
だ
き
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
員
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

例
会
で
は
、
メ
イ
ン
事
業
と
し
て「
ワ
ー
ド
ウ
ル
フ
」を
実
施
し
ま
し
た
。
普
段

は
委
員
会
ご
と
に
活
動
す
る
こ
と
が
多
い
中
、
今
回
は
委
員
会
の
垣
根
を
越
え

て
テ
ー
ブ
ル
を
編
成
し
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
多
く
の
会
員
同
士
が
自
然
に
会
話

を
交
わ
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

5
分
間
の
話
し
合
い
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
題
を
探
り
な
が
ら
相
手
の
言
葉

や
表
情
を
読
み
、
時
に
は
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、
会
場
全
体
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
と
い
う
共
通
の
目
的
が
あ
る
こ
と
で
、
普
段
あ
ま
り
話
す

機
会
の
な
い
会
員
同
士
で
も
自
然
に
打
ち
解
け
、
新
た
な
交
流
や
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
の
１
ｓ
ｔ
ゲ
ー
ム
、
２
ｎ
ｄ
ゲ
ー
ム
を
経
て
代
表
者

を
選
出
し
、
最
後
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
代
表
者
の
皆

様
に
は
テ
ー
ブ
ル
の
思
い
を
背
負
っ
て
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
応
援
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
回
の
例
会
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
交
流
を
今
後
の
活
動
に
も
つ
な
げ
、
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
体
の
さ
ら
な
る
結
束
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会

委
員
長

西
垣

裕
司

9
月
に
入
り
、
少
し
ず
つ
秋
の
気
配

を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
も
体
調
に
は
十
分
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

8
月
8
日
に
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
議
所
青
年
部
連
合
会
の
事
業
と
し
て

「
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」が
鳥
取
県
内
で
初
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
過
去
最

多
と
な
る
登
録
者
数
と
な
り
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
鳥
取

に
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
非
常
に
暑
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
鳥
取
の

ま
ち
を
歩
き
、
地
域
の
魅
力
を
楽
し
み

な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
仲
間
や
他
地
域
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
汗
を
か
き
な
が
ら
も
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
笑
顔
や
会
話
が
生
ま
れ
て
い

る
様
子
を
見
て
、
こ
う
し
た「
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
」が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
大
き
な

魅
力
の
一
つ
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
19
日
に
は
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
30
年
と
い
う
長
い
歴
史
の

中
で
、
地
域
の
た
め
に
活
動
を
積
み
重

ね
て
こ
ら
れ
た
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
の

姿
は
、
大
変
勉
強
に
な
る
も
の
で
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
、
2
年
後
に
は
50
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴

史
や
想
い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
今
の

時
代
に
合
わ
せ
て
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
、
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
。
そ

の
た
め
に
も
、
今
回
の
広
島
で
の
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
し
っ
か
り
と
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
温
故

知
新
」の
も
と
、
過
去
を
振
り
返
る
だ
け

で
は
な
く
、そ
こ
か
ら
学
び
、今
を
磨
き
、

未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
ん
な
活
動
を

一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
鳥
取
の
ま
ち
に
新
た
な
賑
わ
い
を

生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
に
向
け
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
の
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

活
動
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
鳥
取
の
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
８
月
1
日
に
土
曜
夜
市
参
画
事
業
と
し
て

「
お
神
輿
体
験
＆
レ
ト
ロ
遊
び
横
丁
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
や
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ
の

楽
し
さ
や
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
次
世
代
へ
の
文
化
継
承
に
つ

な
げ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
未
就
学
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
世
代

の
か
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
お
神
輿
体
験
で
は「
楽
し
か
っ
た
」「
初
め
て
担
い
だ
」

な
ど
子
ど
も
た
ち
や
ご
家
族
の
か
た
か
ら
嬉
し
い
声
を
数
多
く
い
た
だ
き
、

レ
ト
ロ
遊
び
横
丁
で
は
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
国
や
ド
イ
ツ
の
留
学
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
の

昔
あ
そ
び
や
お
神
輿
を
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、
思
い
が
け
ず
日
本
の
伝
統

文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
に
根
付
く
文
化
は
、
実
際
に「
見
て
・
触
れ

て
・
体
験
す
る
」こ
と
で
、
世
代
や
国
境
を
越
え
て
人
を
つ
な
ぐ
魅
力
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
大
切
な
文
化
を
未
来
へ
つ

な
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち
の
交
流
や
賑
わ
い
を
生
み
出
す
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
興
し
委
員
会

委
員
長

嶋
田

耕
治

夏
本
番
を
迎
え
、
鳥
取
の
街
が
一
年
で
最
も
熱
く
盛
り
上
が
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
」と
し
て
、
鳥
取

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
一
斉
傘
踊
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
こ
れ
ま
で
の
基
本
踊
り
に
加
え
、
新
た
な
挑
戦
と
し
て「
創
作

踊
り
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
創
作
踊
り
へ
の
挑
戦
は
、
単
に
演
目
を
増

や
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
練
習
の
段
階
か
ら
会
員
同
士
が
声
を
掛
け

合
い
、
協
力
し
、
一
つ
の
演
舞
を
創
り
上
げ
て
い
く
過
程
を
大
切
に
し
た

取
り
組
み
で
す
。
委
員
会
の
垣
根
を
越
え
て
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、

普
段
と
は
違
っ
た
交
流
が
生
ま
れ
、
仲
間
と
の
絆
を
よ
り
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
本
番
。
参
加
者
全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
踊
る
姿
か
ら
は
、

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
気
と
団
結
力
、
そ
し
て「
鳥
取
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
た

い
」と
い
う
熱
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
演
舞
を
終
え
た
瞬
間
の
達

成
感
や
笑
顔
は
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
も
つ
な
げ
、
会
員
同
士
の
交
流

を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
を
盛

り
上
げ
る
青
年
経
済
人
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
鳥
取
の
街
に
元
気
と
活
力
を
届
け
て

ま
い
り
ま
す
。

会
員
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流
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会
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裕
司

鳥
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通
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＆
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月
納
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例
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有限会社テクノサービス
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和
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7
月
22
日（
水
）、鳥
取
市
片
原
5

丁
目
の
児
嶋
珈
琲
店
で
7
月
例
会
を

開
催
し
、会
員
13
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
た
び
の
例
会
は
、
7
月
9

日（
木
）・
10
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た

中
国
地
方
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
鳥
取
大
会
を
振
り
返
り
、成
果
や

課
題
を
共
有
し
な
が
ら
会
員
相
互
の

交
流
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
事
務
局
よ
り
、式
典
・
懇

親
会
・
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
・
エ
キ
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
の
各
行
事
に
つ
い
て
参
加
者

か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、﹁
素
晴

ら
し
い
大
会
だ
っ
た
﹂﹁
心
の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
に
感
動
し
た
﹂な
ど
、

多
く
の
温
か
い
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
を
報
告
。
特
に
、
今
回
初
め
て
の

試
み
と
な
っ
た
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
は
大

変
好
評
で
、定
員
の
倍
以
上
の
申
し

込
み
が
あ
り
、多
く
の
方
々
に
鳥
取

の
魅
力
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
迫
力
あ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
中
江
康
人
氏
の
講

演
、趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

７
月
例
会
を
開
催

７
月
例
会
を
開
催

 

〜
鳥
取
大
会
を
振
り
返
り
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
〜

〜
鳥
取
大
会
を
振
り
返
り
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
〜

ン
、懇
親
会
で
の
お
料
理
に
つ
い
て

も
好
評
を
い
た
だ
き
、鳥
取
ら
し
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
北
村
由
美
実
行
委
員
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、大
会
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
感

謝
と
、会
員
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が

大
会
成
功
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の

言
葉
か
ら
も
、大
会
に
か
け
た
思
い

と
、無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

喜
び
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、会
員
一
人
ひ
と
り
が

大
会
を
振
り
返
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
や
感
想
を
語
り
合
い
ま
し
た
。﹁
準

備
は
大
変
だ
っ
た
が
、大
き
な
達
成

感
が
あ
っ
た
﹂﹁
こ
の
よ
う
な
大
き
な

大
会
に
携
わ
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

が
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
や
り

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
﹂﹁
一
つ
の
大

会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
﹂﹁
女
性

会
が
一
つ
に
な
れ
た
こ
と
が
一
番
の

成
果
だ
っ
た
﹂﹁
今
回
の
経
験
を
次
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
﹂
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、﹁
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

﹃
あ
り
が
と
う
﹄﹃
素
晴
ら
し
か
っ
た
﹄

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、喜
び
を

感
じ
た
﹂﹁
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
﹂

﹁
仲
間
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
の

心
強
さ
を
感
じ
た
﹂
な
ど
、
今
回
の

大
会
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
た
思
い
も
語

り
合
い
ま
し
た
。
準
備
か
ら
本
番
ま

で
、そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
役
割
を

担
い
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
、

一
つ
の
大
会
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
喜
び
を
、参
加
会
員
同
士

で
分
か
ち
合
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
の
後
は
、児
嶋
珈
琲
店

の
お
い
し
い
料
理
を
囲
み
な
が
ら
、

和
や
か
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
大

会
中
の
出
来
事
や
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
大
会

を
終
え
た
安
堵
感
と
充
実
感
を
味
わ

い
な
が
ら
、会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
德
田
和
子
会
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、鳥
取
大
会
の
成
功
に
向
け

て
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
会
員

へ
の
労
い
と
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、7
月
例
会

は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
例
会
で
は
、大
会
の
成
果

や
課
題
だ
け
で
な
く
、会
員
一
人
ひ

と
り
が
感
じ
た
思
い
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
き
な
大
会
を

通
し
て
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
も
生
か
し
、今
回
の

経
験
を
次
の
取
り
組
み
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
共
有
し
、

終
始
笑
顔
あ
ふ
れ
る
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

参加会員の集合写真
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多様な検定試験を通じて産業人材の育成を図り 
日本経済の発展に貢献します 

  
eco 検定（環境社会検定試験）® 

ビジネスと環境の相関を的確に説明する力をつけるため、 

多くの企業で導入されている検定です！ 

ｅｃｏ検定は、複雑・多様化する環境問題を幅広く体系的に身に付けられる「環境教育の 

入門編」として幅広い業種・職種の方に活用いただいています。 

ビジネスシーンにおけるキャリアアップはもちろん、生活者として健康で安全な暮らし 

を送るために、社会の様々な場面で役立つ検定試験です。 
 
福祉住環境コーディネーター検定試験® 

超高齢化社会を迎えた日本で、ますます存在感が高まる検定試験 

福祉住環境コーディネーターとは、高齢者や障がい者に対して、住みやすい住環境を 

提案するアドバイザーです。 

医療・福祉・建築について体系的で幅広い知識を身につけ、各種の専門職と連携を 

とりながらクライアントに適切な住宅改修プランを提示します。 

また福祉用具や諸施策情報などについてもアドバイスします。 
    

■2026 年度試験スケジュール（第 2 シーズン） 

検定試験 
団体クーポン 

申込期間 

先行申込期間 

（団体受験者専用）
申込期間 試験期間 

 
・ビジネスマネジャー検定試験 

・ビジネス実務法務検定試験 

（2・3 級） 
・カラーコーディネーター検定試験 

（アドバンス・スタンダード） 

 

 

8/25（火） 

～9/2（水）

 

9/8（火） 

～9/14（月）

 

9/16（水） 

～9/29（火） 

 

10/22（木） 

～11/9（月）

 
・環境社会検定試験（eco 検定） 

・福祉住環境コーディネーター 

検定試験（2・3 級） 
 

 

9/15（火） 

～9/25（金）

10/1（木） 

～10/7（水）

10/9（金） 

～10/20（火） 

 

11/12（木） 

～12/3（木）

              
 

 
 

 

東京商工会議所検定センター  鳥取商工会議所 
https://kentei.tokyo-cci.or.jp/  https://tottori-cci.or.jp/certification-exam/ 

受験者が3名以上の場合に「団体申込」がご利用いただけま

す。「団体申込」をご利用いただくことで、受験者の申込情報

や成績が一元管理できるほか、受験料の支払いも団体で一

括して精算いただくことが可能です。 

割引の適用には、当所経由での申込が必要です。直接申し

込みの場合は、割引が適用されませんのでご注意ください。

ご検討いただける場合は、下記までお問い合わせください。 
 【お問合せ先】鳥取商工会議所  

検定担当 ＴＥＬ：0857-32-8004 

団団体体申申込込で 

会員企業の団体受験料 

  55％％割割引引  
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◆
今
年
の
夏
も
暑
す
ぎ
ま
し

た
…
。
お
盆
の
時
期
は
多
少
過

ご
し
や
す
い
気
温
に
な
っ
た
も

の
の
、
８
月
上
旬
と
下
旬
は
体

に
堪
え
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
夏
の
疲
れ

は
残
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
？
◆
９
月
中
旬
、
残
暑
が
続

く
一
方
で
、
少
し
ず
つ
秋
の
気

配
も
感
じ
ら
れ
る
頃
で
す
。
そ

ん
な
中
、
今
年
は
秋
の
大
型
連

休「
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
」も
！

24
日
と
25
日
を
休
ん
で
９
連
休

に
す
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
◆
遠
出
に
は
絶
好
の
時

期
。
夏
の
疲
れ
を
癒
し
な
が
ら
、

秋
の
味
覚
や
行
楽
を
楽
し
み
た

い
で
す
ね
♪

（
Ａ
）

編　集　室

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および娯
楽業を除く）で5人以下、製造業は20人以下の事業所です。

●融資限度額 2,000 万円　 ●利率　年 2.90％（2026. ９. １現在）
●返 済 期 間 運転・設備資金＝10年以内（据え置き２年以内）
問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援課 TEL：0857-32-8005

毎月第１金曜日にI
いんぴっと
NPIT鳥取県知財総合支援窓口（受託機関：(一社)鳥取県発明協会）と

連携して知財無料相談会を開催します。
　ご希望の方は、相談日前日の12時までにお申し込みください。
　特許・商標・意匠・実用新案・著作権はもちろんのこと、売上拡大・販路拡大・商品
開発などもご相談ください。INPIT鳥取県知財総合支援窓口の支援担当者が対応します。

１．日　時　 10月２日（金）13：00～ 16：00（１コマ１時間）
２．場　所　 鳥取商工会議所　会議室
問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援課 TEL：0857-32-8005

知財無料相談会のご案内

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

鳥
取
商
工
会
議
所
は
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
者
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時
︱
９
月
30
日（
水
）午
後
２
時

~
午
後
４
時
▼
場
所
︱
鳥
取
商
工

会
議
所
５
階
大
会
議
室（
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
２
０
１
）▼
対
象
者
︱
中

小
・
小
規
模
事
業
者
▼
定
員
︱
30
人

▼
内
容
︱
①
カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
と
現

状
、
②
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
・
初
期
対

応
の
鉄
則
、
③
組
織
で
守
る
体
制
づ

く
り
、
④
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

▼
申
込
方
法
︱
鳥
取
商
工
会
議
所
の

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
▼
申
込
締
切
︱
９
月
25
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
︱
鳥
取
商
工
会
議

所
経
営
支
援
部（
℡

０
８
５
７
︱
32
︱

８
０
０
５
）

　

鳥
取
市
観
光
大
学
運
営
委
員
会

は
、第
22
期
鳥
取
市
観
光
大
学
の
受

講
生
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

▼
受
講
日
︱
12
月
３
日
、
８
日
、

17
日
、
２
０
２
７
年
１
月
７
日
、
13

日
、
21
日
、
28
日（
試
験
）、
２
月
２

日（
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
実

地
試
験
）▼
認
定
証
授
与
式
︱
３
月

３
日（
水
）▼
会
場
︱
鳥
取
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
ほ
か（
鳥
取
市

幸
町
71
）▼
受
講
料
︱
７
０
０
０
円

（
開
校
式
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
）▼
対
象
者
︱
鳥
取
観
光
マ

イ
ス
タ
ー
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る

人
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講
可
能
▼
申

込
締
切
︱
10
月
16
日（
金
）必
着
▼
申

込
方
法
︱
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

郵
送
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
※
受
講
申
込
書
は
鳥
取
市
観
光

サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
場
合
は
、
同
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
▼
問
い
合
わ
せ
先
︱
鳥
取
市

観
光
大
学
運
営
委
員
会
事
務
局（（
一

第
22
期
鳥
取
市
観
光
大
学

受
講
生
募
集

社
）鳥
取
市
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

内
）℡
０
８
５
７
︱

26
︱
０
７
５
６
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３　

青
年
部
会
員
交
流
委
員
会
・
鳥
取
お
城
委

員
会

５　

青
年
部
納
涼
例
会

６　

鳥
取
・
倉
吉
商
議
所
懇
談
会
▽
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル「
生
産
性
向
上
の
た
め
の
考
え

る
力
と
気
づ
く
力
セ
ミ
ナ
ー
」

７　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会

10　

青
年
部
対
外
交
流
委
員
会

13　

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

14　

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
一
斉
踊
り
 
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
参
加

17　

青
年
部
広
報
委
員
会

18　

観
光
・
交
通
部
会
若
手
経
営
塾
▽
定
例
金

融
相
談
会
▽
女
性
会
会
員
委
員
会
▽
青
年

部
５
役
会

19　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
金
融
部
会
総
会
▽

企
画
政
策
委
員
会
▽
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
委

員
会

20　

価
格
転
嫁
・
価
格
交
渉
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

21　

青
年
部
政
策
提
言
委
員
会
・
ま
ち
興
し
委

員
会

24　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
工
業
部
会
正
副
部

会
長
会
議

25　

青
年
部
理
事
会

26　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員

会
▽
と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

女
性
活
躍
チ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

27　

経
営
者
が
知
っ
て
お
く
べ
き
取
適
法
セ
ミ

ナ
ー
▽
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用
特
別
委
員

会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　10月20日（火）　午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援課
　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

８
月
抜
粋
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総務企画部
総　 務　 課 32-8002

経営支援部
経 営 支 援 課 32-8005

会員交流・企画課 32-8003 Ｄ Ｘ 推 進 課 32-8005
地 域 振 興 課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

受付時間 ｜ 8：45 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 17：00 ※12：00 ～ 13：00は窓口休業となります。

駐 車 場 ご 案 内


